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背景
定常な時系列は観測関数の分布がガウス分布に従うガウス領域とそうではない非ガウス領域に
分類できる。ガウス領域においては以下のModerate Deviationの rate functtionは決定されて
いる [1]。
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ただし、gを L1(µ)関数、f を不変密度 µをもつ写像として Sng(x) =
∑n−1

j=0 g(f j(x)),さらに
µ(g) =

∫
gdµと定義し、Iは rate functionである。本研究では、非ガウス領域における観測関

数の極限分布を求め、Moderate Deviation理論の rate functionを考察する。

モデル
本研究では変形ベルヌーイ写像

xn+1 = f(x) =

{
xn + 2B−1xB

n (xn ∈ I0 = [0, 0.5))

xn − 2B−1(1 − xn)B (xn ∈ I1 = (0.5, 1])

を用いて、定常な時系列を作る (1 < B < 2)。そしてこの時系列を次の記号列 σn(xn) ={
1 (xn ∈ I0)

−1 (xn ∈ I1).
に変える。さらに記号列の更新位置を示す観測関数
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(σ(i) − σ(i + m))2 = 1 − C(m)

を導入する。C(m)は相関関数。

結果と考察
これまでに非定常領域に関してG関数のアンサンブル平均は< G >∼ Nα−1, α = 1

B−1
(2 < B)

であることがDarling-Kac-Aaronson(DKA)定理から導かれている [2]。ただしmスケーリング
は研究されていない。そこで< G >∼ mκ

N1−α と仮定して m
N

∼ 10−3に固定しながらmを大きく
していき数値計算した。しかし、定常領域においては< G >∼ (m

N
)0となるはずだが非定常領

域と同じ指数< G >∼ Nα−1が出た。この理由を検証するために、分散のスケーリングを計算
しさらにModerate Deviationを用いることで rate functionを調べる。
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